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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第24期

第３四半期連結
累計期間

第25期
第３四半期連結
累計期間

第24期
第３四半期連結
会計期間

第25期
第３四半期連結
会計期間

第24期

会計期間

自  平成21年
    ７月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成23年
    ３月31日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成23年
    １月１日
至  平成23年
    ３月31日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成22年
    ６月30日

売上高 (千円) 858,554 959,127 285,880 413,5441,228,384

経常利益 (千円) 99,568 143,233 44,978 64,164 127,446

四半期(当期)純利益 (千円) 91,724 77,820 47,942 63,136 152,326

純資産額 (千円) ― ― 1,174,7061,311,1491,232,773

総資産額 (千円) ― ― 1,253,5061,690,2831,409,777

１株当たり純資産額 (円) ― ― 8,722.469,383.079,153.62

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 672.51 569.12 354.04 452.02 1,120.35

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 93.7 77.5 87.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 155,901△189,218 ― ― 238,469

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △20,855△174,325 ― ― 33,688

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △70,088 196,220 ― ― △71,154

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 559,486 528,208 695,532

従業員数 (名) ― ― 48 78 53

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

第２四半期連結会計期間末から、株式会社ニューズウォッチが当社の関係会社となったことにより、当第

３四半期連結会計期間において、言語処理関連事業が新たに報告セグメントとして追加されました。

追加の内容については、「第５ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」

に記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) 78（11）

(注)　１　従業員数は、就業人員であります。

　　　２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員数であります。

　　　３　臨時従業員は、アルバイトであります。

　　　４　従業員数が、当第３四半期連結会計期間において15名減少しておりますが、主として株式会社ニューズウォッチ

において取引先からの出向受け入れ契約が終了したことによるものであります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) ５

(注)　１　従業員数は、就業人員であります。

　　　２　臨時従業員の総数が従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当企業集団の主たる業務は、ASPサービスの提供、ニュース配信・検索サービス、ポータルサイトの運

営、ソフトウエアの保守メンテナンスといった継続的サポート業務、プロダクトの販売等であり、受注形

態は多岐に渡っております。このため、数量の把握を始め生産概念の意義が薄く、生産実績を把握するこ

とは困難であり、記載を省略しております。

　
(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次の通りであります。
　

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同期比(％)

ASP事業 ― ―

言語処理関連事業 ― ―

データベース事業 10,310 ―

その他 ― ―

合計 10,310 ―

(注) １  金額は、ロイヤリティ料によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 受注実績

当企業集団の主たる業務は、ASPサービスの提供、ニュース配信・検索サービス、ポータルサイトの運

営、ソフトウエアの保守メンテナンスといった継続的サポート業務、プロダクトの販売等であり、受注形

態は多岐に渡っております。このため、数量の把握を始め画一的に表示することは困難であり、記載を省

略しております。

　
(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次の通りであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同期比(％)

ASP事業 194,602 ―

言語処理関連事業 180,051 ―

データベース事業 38,834 ―

その他 56 ―

合計 413,544 ―

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
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相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

日本銀行 44,699 15.6 16,049 3.9

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当企業集団は、事業の選択と集中を推進し、経営資源の効率化による企業価値の向上に努めておりま

す。本年３月11日に発生した「東日本大震災」による当社グループ従業員への人的被害、本社および営業

拠点等の建物損壊等もなく通常通りの営業を行っており、今までのところ当社の業績に影響を及ぼす直

接的な損害も受けておりません。　

　

当連結会計年度においては、ASP事業が第１四半期連結会計期間から引き続き好調に推移し、さらに言

語処理関連事業が新たに当第３四半期連結会計期間より連結を開始し、かつ好調な滑り出しとなりまし

た。

　上記両事業おいて対予算を上回る売上を獲得したことにより、当第３四半期連結会計期間の売上高は

413百万円(前年同期比44.7％増)となりました。

ASP事業による安定的な収益体制が構築されたこと、さらに言語処理関連事業の新たな事業収益体制の

構築が早期に実現できたことにより、当第３四半期連結会計期間の営業利益は70百万円(前年同期比

63.6％増)となりました。

当社が出資する投資事業組合において投資先に対する減損処理が発生したことによる運用損を、８百

万円計上したものの、当第３四半期連結会計期間の経常利益は64百万円(前年同期比42.7％増)となりま

した。

なお、当第３四半期連結会計期間の四半期純利益は、63百万円(前年同期比31.7％増)となりました。　

　

セグメント別の状況は以下の通りであります。　

①ASP事業

　ASP事業につきましては、デジアナコミュニケーションズ株式会社が、SaaS型サービスを中心に商品開発

や営業力を強化してまいりました。
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検索結果に画像が表示されるサイト内検索エンジン『i-search』は、第２四半期連結会計期間で累計

導入実績が200社を超え、当第３四半期連結会計期間では新たに神奈川県、日本郵政グループ、日野自動車

㈱等に導入され、順調に推移しております。

　Webサイト上の「よくある質問」を管理するFAQサービス『i-ask』は、当第３四半期連結会計期間では

新たにプリンストンテクノロジー㈱等に導入されました。

　月額固定サービスの特質である毎月の積み上げ方式により、売上高は累積的に増加しており、その結果、

当事業における当第３四半期連結会計期間の売上高は194百万円(前年同期比17.3％増)と順調に推移い

たしました。　

　

②言語処理関連事業

　言語処理関連事業につきましては、株式会社ニューズウォッチが、新たな事業収益体制の構築に向けた

諸施策を迅速に実施してまいりました。

　同社は、企業および個人向けニュース配信・検索サービス、サイト内検索ASPサービス、ポータルサイト

『フレッシュアイ』の運営等、独自の自然言語処理・フィルタリング技術およびインターネット検索技

術を活用したサービスを提供しております。

同社の運営する『フレッシュアイモバイル』を中心としたモバイルサイトの広告売上が、連結開始直

後の予想よりも堅調に推移するとともに、ニュース配信事業も好調に推移しております。

その結果、当事業における当第３四半期連結会計期間の売上高は180百万円と順調に推移いたしまし

た。　

　

③データベース事業

　データベース事業につきましては、データベース・コミュニケーションズ株式会社の基幹データベース

管理システム『Model 204』の当第３四半期連結会計期間の売上高は18百万円となり、前年同期比で38百

万円の減少となりました。

　また、特許管理システム『PatentManager』の当第３四半期連結会計期間の売上高は20百万円となり、前

年同期比で５百万円の減少となりました。

　その結果、当事業における売上高は38百万円(前年同期比54.7％減)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

　資産につきましては、前連結会計年度末に比べ280百万円増加し、1,690百万円となりました。その主な要

因は、株式会社ニューズウォッチの買収に伴うのれんの発生、投資有価証券および繰延税金資産の増加等

によるものであります。

　(負債)

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ202百万円増加し、379百万円となりました。その主な要因

は、長期借入金の増加等によるものであります。

　(純資産)

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ78百万円増加し、1,311百万円となりました。その主な

要因は、自己株式の処分等によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、528百万円と前年同期比31百万円の減少

となりました。

　当第３四半期連結会計期間に係る区分毎のキャッシュ・フローの状況は以下の通りであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、△162百万円となり、前年同

期比209百万円の減少となりました。その主な要因は、未払金支払の増加等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△32百万円となり、前年同

期比15百万円の減少となりました。その主な要因は、子会社株式の取得による支出等によるものでありま

す。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、△42百万円となり、前年同

期比８百万円の減少となりました。その主な要因は、配当金支払の増加等によるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

提出会社

　当第３四半期連結会計期間に以下の設備を取得いたしました。

事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(人)

建物附属設備
工具、器具
及び備品

合計

本社
（東京都渋谷区）

全社共通 事務所設備等 7,925 726 8,652５[－]

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２ 従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は［　］内に外書で記載しております。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 598,116

計 598,116

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 149,539 149,539
大阪証券取引所　　
ＪＡＳＤＡＱ　　
（スタンダード）

単元株制度を採用　　　　　　してお
りません。

計 149,539 149,539 ― ―

(注)　提出日現在発行数には、平成23年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。  

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次の通りで

あります。
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①　平成15年９月29日定時株主総会の特別決議（平成15年11月11日取締役会決議）

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年３月31日)

新株予約権の数（個） 3,366（注）１（注）２

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 3,366（注）２

新株予約権の行使時の払込金額（円） 25,167（注）３

新株予約権の行使期間 平成16年２月12日～平成25年９月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額（円）

発行価格 25,167
資本組入額 12,584

新株予約権の行使の条件

　本新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時にお
いて、当社又は当社の子会社の取締役、監査役又は使
用人たる地位にあることを要する。ただし、本新株予
約権者が任期満了を理由に取締役を退任した場合、又
は、本新株予約権者が定年を理由に当社を退職した場
合で、取締役会が特に認めて本新株予約権者に書面で
通知したときは、引続き本新株予約権を退任又は退職
後２年間に限り行使することができる。
　新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認
めない。
　その他の行使の条件は取締役会において決定する。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、平成16年４月末日現在の株主に対して１株につき６

株の株式分割を実施した後の数であります。

３　新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で当社普通株式について新株の発行又は自己株式の処分（ただし、いずれも新株予約

権の行使による場合及び商法等の一部を改正する法律（法律第128号）の施行前である平成14年３月31日以

前の取締役会決議により発行された新株引受権付社債に付された新株引受権の行使による場合を除く。）を

行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げるものとす

る。なお、次の算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済普通株式総数から当社普通株式に係る自己

株式数を控除した数をいうものとする。

　
既発行株式数＋

新規発行・処分株式数×１株当りの発行・処分価額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行・処分前の１株当りの時価

既発行株式数＋新規発行・処分株式数

上記のほか、当社が時価を下回る価額で当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に

付されたものを含む。）又は種類株式を発行する場合、他社と合併する場合、株式交換、株式移転又は会社分割

を行う場合、資本減少を行う場合等、行使価額の調整を必要とする事由が生じたときは、当社が合理的な範囲

で行使価額を適切に調整するものとする。
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②　平成15年９月29日定時株主総会の特別決議（平成16年４月21日取締役会決議）

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年３月31日)

新株予約権の数（個） 252（注）１（注）２

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 252（注）２

新株予約権の行使時の払込金額（円） 132,500（注）３

新株予約権の行使期間 平成16年７月22日～平成25年９月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額（円）

発行価格 132,500
資本組入額 66,250

新株予約権の行使の条件

　本新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時にお
いて、当社又は当社の子会社の取締役、監査役又は使
用人たる地位にあることを要する。ただし、本新株予
約権者が任期満了を理由に取締役を退任した場合、又
は、本新株予約権者が定年を理由に当社を退職した場
合で、取締役会が特に認めて本新株予約権者に書面で
通知したときは、引続き本新株予約権を退任又は退職
後２年間に限り行使することができる。
　新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認
めない。
　その他の行使の条件は取締役会において決定する。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、平成16年４月末日現在の株主に対して１株につき６

株の株式分割を実施した後の数であります。

３　新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で当社普通株式について新株の発行又は自己株式の処分（ただし、いずれも新株予約

権の行使による場合及び商法等の一部を改正する法律（法律第128号）の施行前である平成14年３月31日以

前の取締役会決議により発行された新株引受権付社債に付された新株引受権の行使による場合を除く。）を

行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げるものとす

る。なお、次の算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済普通株式総数から当社普通株式に係る自己

株式数を控除した数をいうものとする。

　
既発行株式数＋

新規発行・処分株式数×１株当りの発行・処分価額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行・処分前の１株当りの時価

既発行株式数＋新規発行・処分株式数

上記のほか、当社が時価を下回る価額で当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に

付されたものを含む。）又は種類株式を発行する場合、他社と合併する場合、株式交換、株式移転又は会社分割

を行う場合、資本減少を行う場合等、行使価額の調整を必要とする事由が生じたときは、当社が合理的な範囲

で行使価額を適切に調整するものとする。
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③　平成16年９月29日定時株主総会の特別決議（平成16年11月８日取締役会決議）

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年３月31日)

新株予約権の数（個） 789（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 789

新株予約権の行使時の払込金額（円） 60,100（注）２

新株予約権の行使期間 平成17年２月９日～平成26年９月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額（円）

発行価格 60,100
資本組入額 30,050

新株予約権の行使の条件

　本新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時にお
いて、当社又は当社の子会社の取締役、監査役又は使
用人たる地位にあることを要する。ただし、本新株予
約権者が任期満了を理由に取締役を退任した場合、又
は、本新株予約権者が定年を理由に当社を退職した場
合で、取締役会が特に認めて本新株予約権者に書面で
通知したときは、引続き本新株予約権を退任又は退職
後２年間に限り行使することができる。
　新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認
めない。
　その他の行使の条件は取締役会において決定する。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で当社普通株式について新株の発行又は自己株式の処分（ただし、いずれも新株予約

権の行使による場合及び商法等の一部を改正する法律（法律第128号）の施行前である平成14年３月31日以

前の取締役会決議により発行された新株引受権付社債に付された新株引受権の行使による場合を除く。）を

行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げるものとす

る。なお、次の算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済普通株式総数から当社普通株式に係る自己

株式数を控除した数をいうものとする。

　
既発行株式数＋

新規発行・処分株式数×１株当りの発行・処分価額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行・処分前の１株当りの時価

既発行株式数＋新規発行・処分株式数

上記のほか、当社が時価を下回る価額で当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に

付されたものを含む。）又は種類株式を発行する場合、他社と合併する場合、株式交換、株式移転又は会社分割

を行う場合、資本減少を行う場合等、行使価額の調整を必要とする事由が生じたときは、当社が合理的な範囲

で行使価額を適切に調整するものとする。
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④　平成16年９月29日定時株主総会の特別決議（平成17年７月１日取締役会決議）

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年３月31日)

新株予約権の数（個） 1,195（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,195

新株予約権の行使時の払込金額（円） 52,500（注）２

新株予約権の行使期間 平成17年10月２日～平成26年９月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額（円）

発行価格 52,500
資本組入額 26,250

新株予約権の行使の条件

　本新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時にお
いて、当社又は当社の子会社の取締役、監査役又は使
用人たる地位にあることを要する。ただし、本新株予
約権者が任期満了を理由に取締役を退任した場合、又
は、本新株予約権者が定年を理由に当社を退職した場
合で、取締役会が特に認めて本新株予約権者に書面で
通知したときは、引続き本新株予約権を退任又は退職
後２年間に限り行使することができる。
　新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認
めない。
　その他の行使の条件は取締役会において決定する。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で当社普通株式について新株の発行又は自己株式の処分（ただし、いずれも新株予約

権の行使による場合及び商法等の一部を改正する法律（法律第128号）の施行前である平成14年３月31日以

前の取締役会決議により発行された新株引受権付社債に付された新株引受権の行使による場合を除く。）を

行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げるものとす

る。なお、次の算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済普通株式総数から当社普通株式に係る自己

株式数を控除した数をいうものとする。

　
既発行株式数＋

新規発行・処分株式数×１株当りの発行・処分価額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行・処分前の１株当りの時価

既発行株式数＋新規発行・処分株式数

上記のほか、当社が時価を下回る価額で当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に

付されたものを含む。）又は種類株式を発行する場合、他社と合併する場合、株式交換、株式移転又は会社分割

を行う場合、資本減少を行う場合等、行使価額の調整を必要とする事由が生じたときは、当社が合理的な範囲

で行使価額を適切に調整するものとする。
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⑤　平成17年９月29日定時株主総会の特別決議（平成17年11月11日取締役会決議）

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年３月31日)

新株予約権の数（個） 1,470（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,470

新株予約権の行使時の払込金額（円） 58,000（注）２

新株予約権の行使期間 平成17年11月14日～平成27年９月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額（円）

発行価格 58,000
資本組入額 29,000

新株予約権の行使の条件

　本新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時にお
いて、当社又は当社の子会社の取締役、監査役又は使
用人たる地位にあることを要する。ただし、本新株予
約権者が任期満了を理由に取締役を退任した場合、又
は、本新株予約権者が定年を理由に当社を退職した場
合で、取締役会が特に認めて本新株予約権者に書面で
通知したときは、引続き本新株予約権を退任又は退職
後２年間に限り行使することができる。
　新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認
めない。
　その他の行使の条件は取締役会において決定する。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で当社普通株式について新株の発行又は自己株式の処分（ただし、いずれも新株予約

権の行使による場合及び商法等の一部を改正する法律（法律第128号）の施行前である平成14年３月31日以

前の取締役会決議により発行された新株引受権付社債に付された新株引受権の行使による場合を除く。）を

行う場合は、次の算式により行使価額は調整され、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げるものとす

る。なお、次の算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済普通株式総数から当社普通株式に係る自己

株式数を控除した数をいうものとする。

　
既発行株式数＋

新規発行・処分株式数×１株当りの発行・処分価額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行・処分前の１株当りの時価

既発行株式数＋新規発行・処分株式数

上記のほか、当社が時価を下回る価額で当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に

付されたものを含む。）又は種類株式を発行する場合、他社と合併する場合、株式交換、株式移転又は会社分割

を行う場合、資本減少を行う場合等、行使価額の調整を必要とする事由が生じたときは、当社が合理的な範囲

で行使価額を適切に調整するものとする。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年３月31日 ― 149,539 ― 1,133,011 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年12月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　9,863

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　139,676 139,676 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 149,539 ― ―

総株主の議決権 ― 139,676 ―

(注)「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が27株（議決権27個）含まれており

ます。
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② 【自己株式等】

　 　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社フュージョン
パートナー

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 ３
-12-22　渋谷プレステージ

9,863 － 9,863 6.59

計 ― 9,863 － 9,863 6.59

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

平成23年
　１月 　２月 　３月

最高(円) 20,47015,90014,38012,59017,50015,80017,68016,50016,550

最低(円) 13,00012,46011,9309,75010,60013,91014,02015,0108,650

(注)  最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」に

おけるものであり、平成22年10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり

ます。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年７月１日から平成22年３月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年７月１日から平成23年３月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年１月１

日から平成22年３月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成22年３月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年７月１日から平成23年３月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、太陽ASG有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 528,208 644,108

受取手形及び売掛金 242,019 201,589

仕掛品 329 13,031

その他 56,147 133,689

流動資産合計 826,705 992,419

固定資産

有形固定資産 ※
 45,261

※
 31,908

無形固定資産

のれん 336,766 132,581

その他 9,875 7,327

無形固定資産合計 346,641 139,909

投資その他の資産

投資有価証券 129,718 77,145

繰延税金資産 223,338 95,344

その他 118,731 79,600

貸倒引当金 △114 △6,550

投資その他の資産合計 471,674 245,540

固定資産合計 863,577 417,357

資産合計 1,690,283 1,409,777

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 35,217 87,611

1年内返済予定の長期借入金 40,000 －

未払法人税等 5,209 7,759

その他 143,327 81,631

流動負債合計 223,753 177,003

固定負債

長期借入金 150,000 －

その他 5,379 －

固定負債合計 155,379 －

負債合計 379,133 177,003
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,133,011 1,133,011

資本剰余金 661,498 747,304

利益剰余金 △182,991 △198,957

自己株式 △297,678 △448,584

株主資本合計 1,313,840 1,232,773

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,250 －

評価・換算差額等合計 △3,250 －

少数株主持分 559 －

純資産合計 1,311,149 1,232,773

負債純資産合計 1,690,283 1,409,777
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成23年３月31日)

売上高 858,554 959,127

売上原価 443,384 427,453

売上総利益 415,169 531,674

販売費及び一般管理費 ※
 310,093

※
 384,075

営業利益 105,075 147,599

営業外収益

受取利息 945 567

受取配当金 － 2,750

有価証券売却益 1,651 1,074

その他 1,677 2,926

営業外収益合計 4,273 7,318

営業外費用

支払利息 － 1,172

投資事業組合運用損 9,466 8,927

有価証券売却損 － 578

その他 314 1,006

営業外費用合計 9,781 11,684

経常利益 99,568 143,233

特別利益

貸倒引当金戻入額 16,550 24

特別利益合計 16,550 24

特別損失

関係会社株式売却損 － 131,815

貸倒引当金繰入額 6,550 －

事務所移転費用 13,599 －

その他 － 2,000

特別損失合計 20,149 133,815

税金等調整前四半期純利益 95,968 9,442

法人税、住民税及び事業税 4,244 6,014

法人税等調整額 － △74,780

法人税等合計 4,244 △68,766

少数株主損益調整前四半期純利益 － 78,208

少数株主利益 － 387

四半期純利益 91,724 77,820
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

売上高 285,880 413,544

売上原価 140,130 175,350

売上総利益 145,750 238,194

販売費及び一般管理費 ※
 102,424

※
 167,319

営業利益 43,325 70,874

営業外収益

受取利息 293 168

有価証券売却益 1,368 －

その他 416 2,008

営業外収益合計 2,078 2,177

営業外費用

支払利息 － 779

投資事業組合運用損 350 8,107

その他 75 0

営業外費用合計 425 8,887

経常利益 44,978 64,164

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,950 －

特別利益合計 4,950 －

特別損失

その他 － 500

特別損失合計 － 500

税金等調整前四半期純利益 49,928 63,664

法人税、住民税及び事業税 1,985 2,687

法人税等調整額 － △2,547

法人税等合計 1,985 139

少数株主損益調整前四半期純利益 － 63,524

少数株主利益 － 387

四半期純利益 47,942 63,136
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 95,968 9,442

減価償却費 18,645 13,255

のれん償却額 6,594 10,927

事務所移転費用 13,599 －

投資事業組合運用損益（△は益） 9,466 8,927

有価証券売却損益（△は益） △1,651 △496

関係会社株式売却損益（△は益） － 131,815

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,000 114

受取利息及び受取配当金 △945 △3,317

支払利息 － 1,172

売上債権の増減額（△は増加） 54,918 △78,967

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,716 10,682

仕入債務の増減額（△は減少） △4,292 △54,263

その他 △29,746 △231,655

小計 157,275 △182,362

利息及び配当金の受取額 903 3,061

利息の支払額 － △1,639

法人税等の支払額 △2,277 △8,277

営業活動によるキャッシュ・フロー 155,901 △189,218

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △8,424 △18,509

無形固定資産の取得による支出 － △2,210

投資有価証券の取得による支出 △57,400 △151,875

投資有価証券の売却による収入 22,452 87,621

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △184,140

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

－ 103,237

貸付けによる支出 △9,300 －

貸付金の回収による収入 26,075 1,251

その他 5,741 △9,700

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,855 △174,325

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 300,000

短期借入金の返済による支出 － △300,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 － △10,000

自己株式の処分による収入 － 65,100

自己株式の取得による支出 △25,183 －

配当金の支払額 △44,904 △58,879

財務活動によるキャッシュ・フロー △70,088 196,220

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 64,958 △167,323

現金及び現金同等物の期首残高 494,528 695,532

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 559,486

※
 528,208
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成23年３月31日)

１  連結の範囲に関する事項の

変更

(1)連結の範囲の変更

　株式会社オルタスは、平成22年11月30日付で売却したことにより、第２四半期

連結会計期間の連結範囲から除外しております。

　平成22年11月30日付で株式会社ニューズウォッチの株式を取得したことによ

り、子会社化いたしました。同社は、第２四半期連結会計期間において平成22年

12月31日現在の貸借対照表を連結貸借対照表に含めて記載しておりましたが、

当第３四半期連結会計期間から損益計算書も連結損益計算書に含めて記載して

おります。

(2)変更後の連結子会社の数

　 ４社

２  連結子会社の事業年度等に

関する事項の変更

　連結子会社の内、株式会社ニューズウォッチの第３四半期決算日は12月31日で

あります。四半期連結財務諸表の作成に当たっては、四半期連結決算日現在で実

施した仮決算に基づく財務諸表を使用しております。

３  会計処理基準に関する事項

の変更

(1)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計

基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しておりま

す。

　なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありま

せん。

(2)「企業結合に関する会計基準」等の適用

　第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準

第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基

準第22号　平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改

正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基

準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」

（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表分）、「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20

年12月26日）を適用しております。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成23年３月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第３四半期連結会計期間において、投資その他の資産の「その他」に含めていた「繰延税金資産」は、資産総

額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半

期連結会計期間の投資その他の資産の「その他」に含まれる「繰延税金資産」は95,026千円であります。

 
（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成23年３月31日)

固定資産の減価償却費の算定方

法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　94,161千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額　78,982千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
 至　平成23年３月31日)

※　販管費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 79,754千円

給料 92,603千円

支払手数料 35,862千円

貸倒引当金繰入額 －千円

※　販管費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 86,280千円

給料 133,675千円

支払手数料 48,255千円

貸倒引当金繰入額 139千円

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年１月１日
 至　平成23年３月31日)

※　販管費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 29,452千円

給料 29,906千円

支払手数料 11,240千円

※　販管費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 32,818千円

給料 58,406千円

支払手数料 25,336千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成23年３月31日)

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成22年３月31日現在)

現金及び預金 508,072千円

有価証券 51,414千円

計 559,486千円

現金及び現金同等物 559,486千円

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成23年３月31日現在)

現金及び預金 528,208千円

有価証券 －千円

計 528,208千円

現金及び現金同等物 528,208千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年７月１日 

至  平成23年３月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 149,539

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,863

　

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年９月29日
定時株主総会

普通株式 26,935 200平成22年６月30日 平成22年９月30日 利益剰余金

平成23年１月26日
取締役会

普通株式 34,919 250平成22年12月31日 平成23年２月25日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

４．株主資本の著しい変動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

　 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 1,133,011747,304△198,957△448,5841,232,773

当第３四半期連結累計期間末
までの変動額

　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △61,854　 △61,854

自己株式の処分 　 △85,806　 150,906 65,100

四半期純利益 　 　 77,820　 77,820

当第３四半期連結累計期間末
までの変動額合計

　 △85,806 15,966 150,906 81,066

当第３四半期連結累計期間末　
残高

1,133,011661,498△182,991△297,6781,313,840
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）  　 (単位：千円)

　 ASP事業
データベー
ス事業

プロモー
ション事業

その他の事
業

計
消去又は
全社

連結

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

165,94485,79733,980 158 285,880 － 285,880

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は振替高

1,960 － 7,002 － 8,962(8,962) －

計 167,90485,79740,982 158 294,842(8,962)285,880

営業利益
又は営業損失（△）

4,11512,456△1,527 158 15,20228,12343,325

(注) １　事業区分は事業の内容によっております。

　　　２　事業名称の変更

　　　　　第２四半期連結会計期間より、事業の種類別セグメントの事業名称を簡潔・明瞭な表現とするため、「プロモー

ション関連事業」を「プロモーション事業」に名称変更しております。

　なお、この変更による事業区分の変更はありません。

　　　３　各区分に属する主要な事業の内容

事業区分 事業内容

ASP事業

インターネット、音声・FAX自動応答技術を利用したSaaS型サービスの提
供
・IVRサービス
・サイト内検索エンジン
・FAQシステム
・アンケート管理システム
・メール、顧客管理システム
・モバイル、PCキャンペーンの代行

データベース事業
・データベースプロダクトの提供
・データベース保守サービスの提供
・特許管理プロダクト、サービスの提供

プロモーション事業

・プロモーションプランニング
・プロモーション受託、制作
・広告メディアの提供
・クロスメディアプロモーション

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日）　   (単位：千円)

　 ASP事業
データベー
ス事業

プロモー
ション事業

その他の事
業

計
消去又は
全社

連結

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

483,370205,557168,5361,089858,554 － 858,554

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は振替高

5,680 － 7,187 － 12,867(12,867)－

計 489,050205,557175,7231,089871,421(12,867)858,554

営業利益
又は営業損失（△）

13,72515,545△6,351 1,08924,00981,066105,075

(注) １　事業区分は事業の内容によっております。

　　　２　事業名称の変更

　　　　　第２四半期連結会計期間より、事業の種類別セグメントの事業名称を簡潔・明瞭な表現とするため、「プロモー

ション関連事業」を「プロモーション事業」に名称変更しております。

　なお、この変更による事業区分の変更はありません。

　　　３　各区分に属する主要な事業の内容
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事業区分 事業内容

ASP事業

インターネット、音声・FAX自動応答技術を利用したSaaS型サービスの提
供
・IVRサービス
・サイト内検索エンジン
・FAQシステム
・アンケート管理システム
・メール、顧客管理システム
・モバイル、PCキャンペーンの代行

データベース事業
・データベースプロダクトの提供
・データベース保守サービスの提供
・特許管理プロダクト、サービスの提供

プロモーション事業

・プロモーションプランニング
・プロモーション受託、制作
・広告メディアの提供
・クロスメディアプロモーション

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）並びに前第３四半期連結

累計期間（自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日）

　在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）並びに前第３四半期連結

累計期間（自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。　

　

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　当社は、「ASP事業」、「言語処理関連事業」及び「データベース事業」の３つを報告セグメントとして

おります。　

「ASP事業」は、デジアナコミュニケーションズ株式会社により運営されており、サイト内検索エンジ

ン、FAQシステム、アンケートシステムやメール管理システム等のWeb系のサービス及び電話・FAX等のIVR

サービスを中心にBtoC企業と消費者の領域でのソリューションサービスをSaaS（ASP）型で提供してお

ります。 

「言語処理関連事業」は、株式会社ニューズウォッチにより運営されており、自然言語処理技術とイン

ターネット検索技術を活用したサービスを提供しております。 
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「データベース事業」は、データベース・コミュニケーションズ株式会社により運営されており、デー

タベース製品及び特許関連製品の販売やこれに関する技術サポート、コンサルティングを提供しており

ます。

　また、第１四半期連結会計期間のみ連結対象であった「プロモーション事業」は、株式会社オルタスに

より運営され、企業向けにプロモーション及び広告メディアを提供しておりました。 

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年７月１日　至　平成23年３月31日）　    (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額　　
(注)２

ASP事業
言語処理
関連事業

データ
ベース事
業

プロモー
ション事
業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 562,822180,051144,15071,802958,827300 959,127 － 959,127

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

5,400 － － － 5,400 － 5,400△5,400 －

計 568,222180,051144,15071,802964,227300 964,527△5,400959,127

セグメント利益 216,34635,58036,7801,687290,394210 290,605△143,006147,599

(注) １　セグメント利益の調整額△143,006千円は、セグメント間取引消去△5,400千円、各報告セグメントに配分して

いない当社の管理部門に係る費用△137,606千円であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）　    (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額　　
(注)２

ASP事業
言語処理関
連事業

データベー
ス事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 194,602180,05138,834413,488 56 413,544 － 413,544

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1,800 － － 1,800 － 1,800△1,800 －

計 196,402180,05138,834415,288 56 415,344△1,800413,544

セグメント利益 75,82135,5808,774120,176 56 120,233△49,35970,874

(注) １　セグメント利益の調整額△49,359千円は、セグメント間取引消去△1,800千円、各報告セグメントに配分してい

ない当社の管理部門に係る費用△47,559千円であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年７月１日　至　平成23年３月31日）

株式会社ニューズウォッチは、当第３四半期連結会計期間から連結開始したことにより、当第３四半期

連結累計期間の言語処理関連事業には、当第３四半期連結会計期間の情報のみ記載しております。

株式会社オルタスを平成22年11月30日付で売却したことにより、第２四半期連結会計期間から連結範

囲より除外しておりますので、当第３四半期連結累計期間のプロモーション事業には、第１四半期連結会

計期間の情報のみ記載しております。
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(金融商品関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

長期借入金が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

科目
四半期連結　　　　　　　貸
借対照表計上額

時価 差額 時価の算定方法

長期借入金 190,000 188,285 1,714 (注)

(注)  長期借入金の時価の算定方法

      元利金の合計額を、同様の新規借り入れを行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定してお

ります。

　

(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

　 　

　 9,383.07円
　

　 　

　 9,153.62円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 1,311,149 1,232,773

普通株式に係る純資産額(千円) 1,310,590 1,232,773

差額の主な内訳(千円) 　 　

  少数株主持分 559 ―

普通株式の発行済株式数(株) 149,539 149,539

普通株式の自己株式数(株) 9,863 14,863

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(株)

139,676 134,676

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 672.51円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 569.12円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

　　ため、記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
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項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成23年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 91,724 77,820

普通株式に係る四半期純利益(千円) 91,724 77,820

普通株式の期中平均株式数(株) 136,391 136,738

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式につ
いて前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

― ―

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 354.04円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 452.02円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

　　ため、記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 47,942 63,136

普通株式に係る四半期純利益(千円) 47,942 63,136

普通株式の期中平均株式数(株) 135,417 139,676

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式につ
いて前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

― ―

　
２ 【その他】

第25期（平成22年７月１日から平成23年６月30日まで）中間配当については、平成23年１月26日開催の

取締役会において、平成22年12月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次の通り中間配当を行うことを

決議いたしました。

　①配当金の総額　34,919千円

　②１株当たりの金額　250円

　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成23年２月25日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年５月13日

株式会社フュージョンパートナー

取締役会  御中

　

太陽ASG有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　高　木　    勇 　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　北　垣　栄　一　 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社フュージョンパートナーの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年７月１日

から平成22年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フュージョンパートナー及び連結子

会社の平成22年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連

結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年５月12日

株式会社フュージョンパートナー

取締役会  御中

　

太陽ASG有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　高　木　    勇 　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　北　垣　栄　一　 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社フュージョンパートナーの平成22年７月１日から平成23年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年７月１日

から平成23年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フュージョンパートナー及び連結子

会社の平成23年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連

結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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